
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人 

「
日
本
海
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
」 

（
日
本
海
Ｈ
Ｃ
Ｎ
）の
設
立
と
事
業

　

日
本
海
Ｈ
Ｃ
Ｎ
の
中
核
で
あ
る
山
形
県
・
酒
田
市

病
院
機
構
は
、
２
０
０
８
年
４
月
に
県
立
、
市
立
の

２
病
院
が
統
合
、
再
編
し
て
発
足
し
た
。
急
性
期
の

日
本
海
総
合
病
院
を
含
め
２
病
院
、
６
診
療
所
を
運

営
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
で
あ
る
。
設
立
以
降
、

安
定
し
た
経
営
状
態
を
維
持
し
て
い
る
が
、
過
疎
化

に
伴
う
医
療
需
要
の
縮
小
に
伴
い
、
経
営
戦
略
は
こ

れ
ま
で
と
違
う
視
点
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

医
療
圏
人
口
は
２
０
１
８
年
現
在
、
約
27
万
人
、

高
齢
化
率
33
％
だ
が
、
２
０
４
０
年
に
は
19
万
人
以

下
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
急
性
期
医
療
は
２
０
１

５
年
が
ピ
ー
ク
で
現
在
は
既
に
減
衰
段
階
に
入
っ
て

お
り
、
２
０
４
０
年
に
は
２
割
以
上
縮
小
し
、
介
護

需
要
も
医
療
需
要
に
遅
れ
て
同
様
の
経
過
を
辿
る
。

　

地
区
で
は
２
０
１
５
年
頃
か
ら
、
医
師
会
と
病
院

長
な
ど
で
、
将
来
予
測
に
つ
い
て
次
の
点
を
中
心
に

議
論
し
て
き
た
。

①�

地
域
の
新
し
い
連
携
構
築
な
し
に
は
、
日
本
海
総

合
病
院
単
体
の
経
営
管
理
は
今
後
不
可
能
に
な
る

こ
と
。

②�

運
営
主
体
が
独
立
し
た
ま
ま
機
能
を
分
担
し
よ
う

と
し
て
も
、
利
害
が
衝
突
し
て
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
。

③�

提
供
す
る
医
療
介
護
の
費
用
を
地
域
全
体
で
連
結

し
て
最
適
化
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
こ
と
。

④�

消
耗
戦
を
早
急
に
や
め
て
新
し
い
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
。

　

以
上
の
論
点
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
医
療
連
携

推
進
法
人
制
度
を
活
用
し
た
医
療
圏
北
部
、
１
市
２

町
を
連
携
推
進
区
域
と
す
る
新
法
人
設
立
を
病
院
機

構
か
ら
提
案
し
た
。
２
０
１
６
年
４
月
か
ら
地
区
医

師
会
と
市
内
唯
一
の
一
般
病
床
を
持
つ
本
間
病
院
、

社
会
福
祉
法
人
な
ど
５
法
人
で
、
制
度
説
明
や
共
同

事
業
の
検
討
に
入
っ
た
。
同
年
９
月
に
第
１
回
設
立

協
議
会
を
開
催
し
、
２
０
１
８
年
１
月
に
基
本
合
意

書
を
締
結
し
て
同
年
４
月
に
設
立
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

日
本
海
Ｈ
Ｃ
Ｎ
に
は
現
在
10
法
人（
山
形
県
・
酒
田

市
病
院
機
構
、
酒
田
地
区
医
師
会
、
酒
田
地
区
歯
科

医
師
会
、
酒
田
地
区
薬
剤
師
会
、
本
間
病
院
、
精
神

科
単
科
病
院
の
社
会
医
療
法
人
、
１
医
療
法
人
、
３

つ
の
社
会
福
祉
法
人
）が
参
加
し
て
い
る
。

山
形
県
・
酒
田
市
病
院
機
構
理
事
長

栗くりや
谷
義よしき
樹

持
続
可
能
な
医
療
介
護
提
供
体
制
の

地
域
モ
デ
ル
構
築
を
目
指
し
て

─
日
本
海
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み
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特集 エイジレス社会の実現に向けて

算
を
比
較
す
る
と
、
設
立
前
は
参
加
３
法
人
が
当
期

純
損
失
を
計
上
し
て
い
た
が
、
２
０
２
０
年
度
は
２

法
人
が
黒
字
化
し
、
残
り
１
法
人
も
大
幅
に
改
善
し

て
お
り
、
全
て
の
参
加
法
人
が
決
算
を
改
善
さ
せ
て

い
る
。

現
場
目
線
で
地
域
に
お
け
る 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
目
指
す

　

地
域
医
療
構
想
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現
に
は
、

同
時
に
各
事
業
の
持
続
経
営
が
必
要
で
あ
り
、
連
携
、

機
能
分
化
の
掛
け
声
だ
け
で
は
進
ま
な
い
。
医
療
介

護
報
酬
の
再
配
分
機
能
を
持
つ
新
し
い
医
療
介
護
複

合
事
業
体
を
作
れ
な
い
か
考
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
危

機
で
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
「
コ
ロ
ナ
７
業
種
」
の

中
に
医
療
福
祉
も
入
る
ら
し
い
が
、
一
方
で
こ
の
７

業
種
は
雇
用
の
４
割
、
売
り
上
げ
の
２
割
を
抱
え
て

い
る
。
特
に
医
療
介
護
業
界
は
、
雇
用
の
大
き
さ
の

割
に
労
働
生
産
性
が
低
く
、
規
制
改
革
が
遅
れ
て
い

る
分
野
と
言
わ
れ
る
。
今
後
、
Ａ
Ｉ
な
ど
を
含
む
生

産
性
向
上
が
期
待
で
き
る
分
野
で
あ
っ
て
も
、
同
時

に
目
覚
ま
し
い
進
歩
も
予
測
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル

ス
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
受
益
者
が
近

接
し
て
中
抜
き
が
困
難
と
考
え
ら
れ
て
い
た
分
野
に
、

巨
大
な
関
連
無
形
資
産
が
出
現
す
る
こ
と
も
意
味
し

て
お
り
、
医
療
現
場
の
労
働
分
配
率
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
も
危
惧
さ
れ
る
。
現
場
目
線
の
地
域
に
お

け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
目
指
す
取
り
組
み
を
、
こ
れ
か
ら

も
進
め
て
い
き
た
い
。

剤
師
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
。
地
域
Ｆ
と
は
「
医
療
機

関
お
よ
び
地
域
医
療
に
お
け
る
、
患
者
に
対
す
る
最

も
有
効
で
経
済
的
な
医
薬
品
の
使
用
方
針
」
と
定
義

さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
連
携
推
進
法
人
の
設

立
理
念
で
あ
る
地
域
の
連
結
費
用
管
理
に
結
び
付
く

提
案
と
考
え
、
薬
剤
師
会
と
病
院
機
構
薬
剤
部
を
中

心
に
２
０
１
８
年
５
月
か
ら
検
討
に
入
っ
た
。
生
活

習
慣
病
薬
を
中
心
に
選
定
評
価
基
準
を
策
定
し
、
こ

れ
に
基
づ
き
薬
種
を
選
定
し
て
２
０
１
８
年
11
月
か

ら
開
始
し
た
。
推
進
区
域
の
41
調
剤
薬
局
に
つ
い
て

２
０
１
９
年
と
２
０
２
０
年
比
較
で
調
査
し
た
６
薬

剤
の
年
間
削
減
額
は
５
８
４
２
万
円
で
あ
っ
た
。
北

庄
内
人
口
か
ら
単
純
人
口
比
で
削
減
期
待
額
を
推
測

す
る
と
、
２
次
医
療
圏
全
体
で
運
用
し
た
場
合
、
年

間
で
は
１
億
１
７
０
０
万
円
、
全
国
推
計
で
は
１
０

９
１
億
円
と
な
る
。
効
果
と
し
て
は
ま
だ
微
々
た
る

も
の
だ
が
、
地
域
か
ら
の
資
金
流
出
を
少
し
で
も
抑

え
、
そ
の
節
減
資
金
を
地
域
に
循
環
さ
せ
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

財
務
連
結
の
目
的
は
、
日
本
海
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ

ト
全
体
の
「
見
え
る
化
」
で
あ
り
、
人
事
交
流
、
業

務
調
整
、
地
域
Ｆ
等
、
連
携
法
人
事
業
の
地
域
全
体

財
務
へ
の
影
響
と
「
数
値
」
の
把
握
・
検
証
に
よ
り

具
体
的
な
課
題
を
抽
出
す
る
こ
と
で
、
日
本
海
ヘ
ル

ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
の
効
率
的
な
事
業
展
開
と
地
域
へ
の

波
及
効
果
を
明
確
に
し
、
将
来
計
画
の
精
度
管
理
に

役
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。

　

地
区
三
師
会
を
除
く
７
法
人
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ

ト
設
立
前
、
２
０
１
７
年
度
と
２
０
２
０
年
度
の
決

日
本
海
Ｈ
Ｃ
Ｎ
の
特
徴
的
な
事
業

　

共
同
事
業
と
し
て
、
①
人
事
交
流
／
派
遣
体
制
整

備
／
職
員
共
同
研
修
、
②
維
持
透
析
集
約
化
、
③
診

療
機
能
重
点
化（
病
床
機
能
分
化
）、
④
地
域
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
リ
ー
、
⑤
病
床
融
通
、
調
整
、
⑥
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
再
編
統
合
、
⑦
ち
ょ
う
か
い
ネ
ッ
ト

（
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）に
よ
る
診
療
情
報
開
示
と
共
有
、

⑧
高
額
医
療
機
器
共
同
利
用
、
⑨
医
療
介
護
連
携
強

化
、
⑩
口
腔
ケ
ア
連
携
、
⑪
地
域
全
体
の
財
務
情
報

共
有
、
連
結
費
用
管
理
、
な
ど
を
運
用
し
て
い
る
が
、

以
下
、
そ
の
特
徴
的
な
事
業
を
述
べ
る
。

　

医
療
職
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
だ
が
、
病
院
機
構

か
ら
２
０
２
０
年
10
月
現
在
、
医
師
７
名
、
看
護
師

７
名
の
出
向
を
実
施
し
て
い
る
。
維
持
透
析
は
本
間

病
院
に
集
約
化
し
、
こ
れ
に
必
要
な
人
員
の
派
遣
は

病
院
機
構
か
ら
行
っ
た
。
連
携
推
進
法
人
事
業
の
中

で
こ
れ
を
進
め
た
こ
と
で
、
本
間
病
院
の
施
設
整
備

に
必
要
な
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
に
も
有
利
に
働
い

て
い
る
。
地
方
の
中
小
病
院
は
患
者
の
確
保
が
課
題

だ
が
、
お
互
い
の
機
能
を
活
か
す
こ
と
で
そ
の
点
を

カ
バ
ー
し
、
地
域
医
療
を
広
範
囲
で
支
え
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

医
師
の
派
遣
は
、
派
遣
業
者
へ
の
斡
旋
費
用
の
圧

縮
な
ど
に
つ
な
が
り
、
維
持
透
析
の
集
約
化
と
も
併

せ
て
、
同
院
の
経
常
損
益
は
２
０
１
７
年
度
３
５
０

６
万
円
の
赤
字
か
ら
、
２
０
２
０
年
度
４
６
２
０
万

円
の
黒
字
に
転
換
し
た
。

　

地
域
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
リ
ー（
以
下
、
地
域
Ｆ
）は
薬

（
注
）�Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
：
２
０
２
０
年
に
発
足
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
を
共
同
購
入
し
途
上
国
な
ど
に
分
配
す
る
国
際
的
な
枠
組
み
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